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ヒト乾癬表皮では nuclear factor-kappa B（NF-κB）と mitogen-activated 
protein kinase（MAPK）のシグナル経路の亢進が報告されており、TNF 










IMQ 塗布後、WT では乾癬様皮膚炎が誘導されたが、TRAF6EKO では肉眼
的・組織学的に明らかな炎症が認められなかった。IMQ塗布部の遺伝子発現解
析では、免疫反応の中心をなす Il23と Il17、その他の乾癬関連遺伝子である Il1b
や Saa1 などの発現が、WT と比較して TRAF6EKO において著明に減弱して
いた。他方、経表皮的に Th1 ならびに Th2 型皮膚炎を誘導したところ、
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